
























































































な視野で言われた神聖さ sainteté あるいは聖なるもの sacré とは、至高性





































































































































































































































































































































































































































(  1) 邦訳は、湯浅博雄・酒井健・中地義和による。人文書院、1990 年。ガリマー
ル社版の全集では t.8.
(  2) 同上、p.336。O.C., t.8, p.456.
(  3) 同上、p.144。O.C., t.8, p.326.
(  4) 同上、p.9。O.C., t.8, p.248. 続く二つの引用も同じ箇所から。
(  5) 同上、p.34。O.C., t.8, p.262.
(  6) 同上、p.35。O.C., t.8, p.263.
(  7) 同上、p.8。O.C., t.8, p.247.
(  8) 同上、p.66。O.C., t.8, p.280.





















(13) 同上、p.137。O.C., t.8, p.321.
(14) 同上、p.150。O.C., t.8, p.329.
(15) 同上、p.155。O.C., t.8, p.331.
(16) 同上、p.157。O.C., t.8, p.333. 同じ趣旨の記述がほかにもいくつかある。
(17) p.160。O.C., t.8, p.335.
(18) 同上、p.235。O.C., t.8, p.385.
(19) 『有罪者』に収録のこの手紙は、短縮されている。全体は、オリエ編の Le
Collège de sociologie の新版に収録されている。Éd. Gallimard, Folio, 1995, p.75。邦
訳は『有罪者』、p.250。出口裕弘訳、現代思潮社、1971年。
(20) 『至高性』、p.166。O.C., t.8, p.338.
(21) 同上、p.167。O.C., t.8, p.338.

















(25) 『至高性』、p.190。O.C., t.8, p.354.
(26) 『有罪者』、p.252。Le Collège de sociologie, p.77.
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